
学
校
を
新
設
す
る
こ

と
は
困
難
で

あ
っ

た
た
め
、

一

九
〇
五
年
三
月
、

横
須
賀
町
と
豊
島
町
と
の

組
合
立
女
子
実
業
補
習
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

こ

の

学
校
が
、

翌
一

九
〇
六
年
四
月
に

は
高
等
女
学
校
に

昇
格
す
る
。

さ
ら
に
一

九
〇
七
年
二
月
、

横
須
賀
の

市
制
施
行
に

と
も
な
っ

て
、

同
年
十
月
、

横
須
賀
市
立
横
須
賀
高
等
女
学
校
と
改
称
し
た
。

小
田
原
町
に

お
い

て

も
、

男
子
の

中
学
校
と
並
ん
で
、

高
等
女
学
校
の

開
設
が
要
望
さ
れ
て
い

た
。

こ

こ

で

も
県
立
校
の

新
設
は
困
難
で

あ
っ

た

の

で
、

町
立
の

小
田
原
女
学
校
を
設
立
し
、

一

九
〇
七
年
十
月
に

開
校
式
を
挙
行
し
た
。

開
校
式
に

は
県
知
事
も
出
席
し
「
女
子
須
要
の

美
徳
を
〓

養
し
処
世
に

適
切
な
る
智
能
の

啓
発
に

努
め
生
徒
は
操
行
を
慎
し
み
命
令
を
守
り
専
心
学
業
に

従
事
し
而
し
て

其
成
績
を
良
好
な
ら
し
め
ざ
る
可
ら

ず
」
と
、

式
辞
を
述
べ

て
い

る
。

同
校
は
、

そ
の

後
も
内
容
の

充
実
に
つ

と
め
、

一

九
〇
八
年
八
月
に

は
高
等
女
学
校
と
し
て
の

認
可
を
受
け
た
。

こ

う
し
て

九
月
、

小
田
原
町
立

小
田
原
高
等
女
学
校
と
し
て
、

第
一

回
入
学
式
を
行
い
、

県
下
第
三
番
目
の

公
立
高
等
女
学
校
が
発
足
し
た
の

で

あ
っ

た
。

私
立
女
学
校
の
発
達

横
浜
を
中
心
に

設
立
さ
れ
た
キ
リ
ス

ト
教
系
女
学
校
の

多
く
は
、

教
育
勅
語
発
布
か
ら
数
年
間
、

不
振
を
き
わ
め
た
。

そ

の

こ

ろ
政
府
と
密
着
し
た
学
者
た
ち
は
、

キ
リ
ス

ト
教
徒
が
勅
語
に

不
誠
実
か
つ

不
忠
で

あ
る
と
非
難
し
、

国
民
に

対
し

自
分
た
ち
の

主
張
に

共
鳴
す
る
よ
う
に

働
き
か

け
た
。

そ
の

結
果
、

キ
リ
ス

ト
教
諸
学
校
の

生
徒
が
急
に

減
少
し
た
。

フ

ェ

リ
ス

和
英
女
学
校
の

場

合
、

一

八
九
六
年
に

は
三
十
八
名
と
な
っ

て

し
ま
っ

た
ほ
ど
で

あ
る
。

一

方
に

お
い

て
、

こ

の

こ

ろ
の

国
粋
主
義
は
、

不
平
等
条
約
を
改
正
す
る
運

動
を
推
進
し
、

つ

い

に
一

八
九
九
（
明
治
三
十
二

）
年
に

は
条
約
の

全
面
改
正
が
実
現
さ
れ
る
。

こ

の

た
め
、

横
浜
市
の

外
人
居
留
地
も
廃
止
と
な

り
、

外
国
人
の

営
業
は
、

県
の

許
可
を
必
要
と
し
た
。

そ
し
て

新
た
に

「
私
立
学
校
令
」
が
公
布
さ
れ
、

外
国
人
の

経
営
す
る
学
校
や
塾
も
県
庁
の

認
可
、

監
督
を
受
け
る
こ

と
に

な
っ

た
。

す
な
わ
ち
、

学
校
を
設
け
る
際
の

み
な
ら
ず
、

新
た
に

校
長
や
免
許
状
の

な
い

教
員
を
任
命
す
る
と
き
は

地
方
長
官
、

文
部
省
の

認
可
を
受
く
べ

し
と
さ
れ
た
。

次
に
、

小
学
校
・

中
学
校
・

高
等
女
学
校
な
ど
に
お
い

て

は
、

宗
教
上
の

教
育
や
儀
式
を
禁
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じ
、

キ
リ
ス

ト
教
団
や
教
会
が
学
校
を
設
け
る
と
き
は
、

財
団
法
人
の

名
を
も
っ

て
、

県
に

新
設
の

申
請
を
す
べ

き
で

あ
る
と
さ
れ
た
（
文
務
省
・

内

務
省
の

訓
令
）。

以
上
の

施
策
に

よ
り
、

県
下
の

キ
リ
ス

ト
教
諸
学
校
は
、

キ
リ
ス

ト
教
主
義
の

教
育
と
儀
式
と
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、

私
立
各
種
学
校
の

地
位

に
つ

か

ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

既
設
の

キ
リ
ス

ト
教
女
学
校
は
、

県
庁
に

各
種
学
校
の

認
可
手
続
き
を
開
始
し
た
。

一

八
九
九
年
十
月
十
四
日
ま
で

に
、

県
庁
よ
り
許
可
を
得
た
学
校
は
、

次
の

と
お

り
で

あ
る
。

山
手
町
二
百
四
十
四
番
地
　
横
浜
英
和
女
学
校
　
設
立
者
兼
校
長
　

米
人
マ

ガ
リ
ー
ト
、

エ

ム

ク
ー
ン

ス

同
町
二
百
二
十
一

番
地
　
聖
経
女
学
校
　
設
立
者
　
米
人
エ

マ
、

カ
ル

ラ
イ
ン
、

バ

ン

ペ

テ
ン

同
町
百
七
十
八
番
館
　
フ

エ

リ
ス

和
英
女
学
校
　
設
立
者
　
米
人
エ

ム
、

エ

ン
、

ワ

イ
コ

ツ

フ
　

校
長
ユ

ト
、

エ

ス
、

ブ
ー
ス

同
町
二
百
十
二
番
館
　
共
立
女
学
校
　
設
立
者
　
米
人
ゼ

ー
イ
ン
、

ク
ロ

ス

ビ
ー

同
町
八
十
三
番
館
　
紅
蘭
女
学
校
　
設
立
者
　
仏
人
サ
ン

リ
ユ

ー
、

デ
カ
ー
ル

同
町
三
十
四
番
館
　
捜
真
女
学
校
　
設
立
者
兼
校
長
　
米
人
ク
ラ
ー
エ

ー
、

カ
ン

バ

ル

ス

以
上
の

ほ
か
、

同
年
に

認
可
さ
れ
た
各
種
学
校
は
、

女
子
住
吉
学
校
、

ダ
ー
ム

ド
サ
ン

モ

ー
ル（
以
上
キ
リ
ス

ト

教
主
義
）、

横
浜
女
学
校
で

あ
る
。

一

八
九
九
年
、

さ
ら
に

キ
リ
ス

ト
教
女
学
校
二

校
が
追
加
登
録
さ
れ
た
の

で
、

従
前
か
ら
非
公
認
の

ま
ま
発
足
し
て
い

た
九
校
は
、

こ

こ

に

す
べ

て

認
可
さ
れ
た
こ

と
に

な
る
。

こ

れ
ら
の

諸
校
は
、

英
語
を
中
心
に

教
育
の

内
容
を
充
実
さ
せ
、

し
だ
い

に

生
徒
数
を
増
加
さ
せ
て
い

っ

た
。

な
か

で

も
、

フ

エ

リ
ス

は
、

一

九
〇
三
年
に

英
語
師
範
科
（
三
年
制
）
を
付
設
し
、

そ
の

十
年
後
に

は
中
等
教
員
受
験
資
格
を
与
え
ら
れ
た
。

ま
た
、

捜

真
・

横
浜
英
和
は
一

九
一

三
（
大
正
二

）
年
に

専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
定
の

適
用
を
受
け
た
。

私
立
の

高
等
女
学
校
と
し
て

最
初
に

認
可
さ
れ
た
の

は
、

横
浜
高
等
女
学
校
で

あ
る
。

同
校
は
、

は
じ
め
各
種
学
校
と
し
て

認
可
を
う
け
、

横
浜

女
学
校
と
称
し
て
、

一

八
九
九
年
二
月
、

横
浜
市
日
ノ

出
町
に

発
足
し
た
。

一

九
〇
一

年
か
ら
は
公
立
に

準
ず
る
も
の

と
し
て
、

横
浜
市
の

補
助
金
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も
受
け
る
よ
う
に

な
っ

て
い

る
。

そ
し
て
一

九
〇
五
年
二

月
、

高
等
女
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、

私
立
横
浜
高
等
女
学
校
と
改
称
し
た
の

で

あ
っ

た
。

創
立
の

当
時
は
「
華
族
女
学
校
」
と
も
呼
ば
れ
、

生
徒
は
お

召
や
縮
緬
な
ど
の

振
袖
姿
で

登
校
し
た
と
い

う
。

男
子
の

私
立
中
学
校
と
し
て

は
、

一

九
〇
三
（
明
治
三
十
六

）
年
三
月
に
、

私
立
第
二
開
成
中
学
校
が
三
浦
郡
田
越
村
（
現
在

逗
子
市

）
に

設
立
さ

れ
た
。

東
京
の

開
成
中
学
校
分
校
と
し
て

開
設
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

一

九
〇
四
年
五
月
に

は
、

「
中
学
校
令
」
に

よ
る

中
学
校
と
し
て

認
可
さ
れ
、

一

九
〇
九
年
七
月
、

私
立
逗
子
開
成
中
学
校
と
改
称
し
た
。

同
校
の

名
を
全
国
に

高
め
た
の

は
、

一

九
一

〇
年
一

月
に

お
け
る
ボ
ー
ト
遭
難
事
件
で

あ
る
。

同
校
の

生
徒
十
二
名
と
、

同
行
の

小
学
生
一

名
が
、

七
里
ヶ

浜
の

沖
で

遭
難
し
、

痛
ま
し
い

最
後
を
と
げ
た
事
件
で

あ
っ

た
。

四
　
実
業
教
育
の

進
展

農
業
学
校
の
開
設

中
郡
金
目
村
（
現
在

平
塚
市

）
に
は
、

大
住
郡
時
代
の
一

八
八
六
（
明
治
十
九

）
年
以
来
、

公
立
学
校
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。

は
じ
め
は
三
郡
共
立
学
校
、

の

ち
二
郡
共
立
学
校
と
称
し
た
が
、

一

八
九
八
（
明
治
三
十
一

）
年
四
月
か

ら
は

中
郡
町
村
組

合
の

経
営
と
な
り
、

中
郡
共
立
学
校
と
称
し
、

さ
ら
に

郡
立
中
郡
学
校
と
改
称
し
た
。

こ

の

中
郡
学
校
を
引
き
継
い

で
、

一

九
〇
二

（
明
治
三
十
五

）

年
五
月
十
日
に

開
校
し
た
の

が
、

郡
立
中
郡
農
業
学
校
で

あ
る
。

高
等
小
学
校
卒
業
を
入
学
資
格
と
し
て
、

修
業
年
限
は
三
年
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
で

全
国
の

府
県
に
お
い

て
、

県
立
実
業
学
校
の

な
い

と
こ

ろ
は
、

神
奈
川
県
と
長
崎
県
の

み
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

県
も
一

九
〇
六
（
明
治

三
十
九
）
年
の

通
常
県
会
に

前
年
よ
り
四
十
万
円
増
の

予
算
案
を
提
出
し
、

そ
の

重
点
施
策
と
し
て

中
等
学
校
の

拡
張
を
訴
え
た
。

こ

の

な
か
に
、

女
子
師
範
学
校
と
と
も
に
、

県
立
実
業
学
校
の

新
設
が
挙
げ
ら
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

し
か

も
実
業
学
校
は
農
業
・

工
業
の

両
方
が
必
要
で

あ
る
が
、

県
民
負
担
を
考
慮
し
て
、

今
年
度
は
農
業
学
校
（
定
員
二
百
五
十
人
）
を
設
立
し
た
い
、

と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。
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こ

の

提
案
に

対
し
、

さ
ま
ざ
ま
の

反
論
も
こ

こ

ろ
み
ら
れ
た
が
、

結
局
に

お
い

て

県
会
は
県
立

中
学
校
の

増
設
、

女
子
師
範
の

新
設
と
と
も
に
、

県
立
農
業
学
校
の

新
設
を
可
決
し
た
。

そ
の

際
、

中
郡
農
業
学
校
が
開
校
し
て
お
り
、

そ
の

所
在
地
が
県
央
で

あ
る
こ

と
と
、

同
校
の

実
績
を

考
慮
し
、

同
校
に

近
い

中
郡
平
塚
町
に

県
立
学
校
の

新
設
を
認
め
た
の

で

あ
っ

た
。

県
立
農
業
学
校
は
、

一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一

）
年
四
月
に

開
校
さ
れ
た
。

入
学
資
格
は
高
等
小

学
校
（
二

年
制
）
卒
業
程
度
、

修
業
年
限
は
三
年
、

生
徒
定
員
は
二
百
五
十
名
で

あ
っ

た
。

な
お
中

郡
農
業
学
校
は
、

県
立
農
業
学
校
に

吸
収
さ
れ
る
こ

と

に

な
っ

て
一

九
〇
九
年
三
月
に

廃
止
さ

れ
、

そ
の

校
舎
は
私
立
育
英
学
校
に

引
き
継
が
れ
た
。

こ

う
し
て

県
立
農
業
は
発
足
し
た
も
の
の
、

応
募
者
は
少
な
く
、

全
学
年
が
そ
ろ
っ

た
一

九
一

〇
年
に
至
っ

て

も
、

生
徒
数
は
定
員
の

半
分
に

も
満
た
な
か
っ

た
。

同
校
の

教
員
は
、

毎
年
三
学

期
に

な
る
と
、

農
村
地
帯
小
学
校
を
ま
わ
っ

て
、

入
学
を
勧
奨
し
た
。

結
局
、

農
業
教
育
に

対
す

る
需
要
が
少
な
い

こ

と
を
考
慮
し
、

一

九
一

三
（
大
正
二

）
年
十
一

月
に

は
定
員
を
百
五
十
名
に

削
減
し
て
い

る
。

こ

の

ほ
か
、

津
久
井
郡
で

は
、

同
地
方
に

養
蚕
業
が
さ
か
ん
で

あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、

蚕
業
教
育
の

発
展
を
は
か
っ

て
、

一

九
〇
二
年
十
月
、

同
郡

三
ヶ

木
村
（
現
在

津
久
井
町
）
に
、

郡
立
蚕
業
学
校
を
開
設
し
た
。

本
科
二
年
、

別
科
四
か
月
の

修
業
年
限
と
し
、

実
習
を
主
と

す
る
専
門
教
育
を

ほ
ど
こ

し
た
。

一

九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に

廃
校
と
な
っ

て
い

る
。

足
柄
上
郡
に

も
、

一

九
〇
七
年
に

郡
立
農
業
補
習
学
校
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、

こ

れ
を
母
体
に

し
て
、

一

九
〇
九
年
四
月
に

は
郡
立
農
林
学
校
が

開
校
し
た
。

愛
甲
郡
で

は
、

一

九
一

一

年
に

郡
立
実
業
学
校
お
よ
び
実
業
女
学
校
の

実
業
教
育
を
ほ
ど
こ

し
た
。

い

ず
れ
も
修
業
年
限
は
三
年
で

あ

津久井郡立蚕業学校校舎　
津久井町郷土資料館蔵
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っ

た
。

高
座
郡
溝
村
（
現
在

相
模
原
市
）
に

は
、

溝
村
外
二
箇
村
組
合
立
鳩
川
農
業
学
校
が
、

一

九
一

一

年
五
月
に

開
設
さ
れ
た
。

工
業
学
校
の
創
設

一

九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）
年
の

県
会
に

提
出
さ
れ
た
予
算
案
に

は
、

農
業
学
校
の

創
設
費
は

計
上
さ
れ
た
も
の

の
、

工
業

学
校
に
つ

い

て

は
触
れ
ら
れ
て
い

な
か
っ

た
。

し
か
し
工
業
学
校
を
県
下
に

設
立
す
る
こ

と
は
、

早
く
か
ら
要
望
さ
れ
て
い

た
と
こ

ろ
で

あ
り
、

同
年
の

県
会
に

は
県
立
工
業
学
校
設
立
建
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

こ

れ
ら
の

建
議
案
に

は
「
国
力
ノ

充
実
及
国
富
ノ

増
進
ヲ

図

リ
善
ク

戦
後
ヲ

経
営
セ

ン

」
と
の

趣
旨
を
も
つ

も
の

と
、

「
工
業
ヲ

振
作
ス

ル

ノ

道
ヲ

講
ズ
ル

ハ

本
県
ノ

富
昌
ヲ

求
ム

ル

所
以
ナ
リ
」
と
の

主
張
を

抱
く
も
の

と
、

二
つ

の

流
れ
が
あ
っ

た
の

で

あ
る
。

こ

れ
に

対
し
て
、

水
産
学
校
の

優
先
を
説
く
も
の
、

設
立
の

時
期
が
明
確
で

な
い

と
す
る
反
対

な
ど
が
あ
り
、

提
案
者
は
建
議
を
撤
回
し
た
。

し
か
し
県
は
、

実
業
の

発
展
が
国
の

基
礎
を
強
固
に

す
る

と

し
、

原
則
と
し
て

賛
成
の

態
度
を
と

り
、

近
い

将
来
に

工
業
学
校
を
設
け
た
い

と
言
明
し
た
。

そ
こ

か
ら
「
近
キ
将
来
ニ

於
イ
テ
工
業
学
校
ヲ

設
ケ
ル

ト
云
フ

コ

ト
ヲ

理
事
者
ニ

望
ム

」

と
の

建
議
が
新
し
く
提
出
さ
れ
、

採
決
の

結
果
、

建
議
は
可
決
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

こ

れ
ら
の

提
案
は
、

い

ず
れ
も
工
業
学
校
の

建
設
予
定
地
を

横
浜
と
し
、

横
浜
市
選
出
議
員
が
主
体
性
を
握
っ

て
い

た
。

県
は
一

九
〇
七
年
八
月
と
、

つ

づ
い

て
工
業
学
校
新
設
予
算
案
を
提
出
し
た
が
、

郡
部

出
身
議
員
の

反
対
で

否
決
さ
れ
た
。

よ
う
や
く
一

九
一

〇
年
の

通
常
県
会
に
お
い

て
、

工
業
学
校
の

設
置
は
「
神
奈
川
県
立
工
業
学
校
ヲ

横
浜
市
神

奈
川
町
ニ

設
置
シ

明
治
四
十
五
年
四
月
ヨ

リ
開
校
ス

」
と
告
示
し
た
。

県
立
工
業
学
校
は
、

学
則
（
明
治
四
十
四
年
五
月
制
定
）
の

第
一

条
に

「
工
業
ニ

従
事
セ

ム

ト
ス

ル

者
ニ

須
要
ナ
ル

教
育
ヲ

施
ス

」
と
、

そ
の

目
的

を
掲
げ
、

機
械
科
お
よ
び
建
築
科
を
設
け
た
。

修
業
年
限
は
二
年
、

入
学
資
格
は
高
等
小
学
校
（
二

年
制
）
卒
業
程
度
で

あ
っ

た
。

な
お

機
械
科
の

学
科
目
は
、

金
工
と
電
気
が
主
体
を
な
し
、

建
築
科
は
木
工
を
主
と
し
て
い

た
。

い

ず
れ
も
実
習
の

時
間
が

多
か
っ

た
。

一

九
一

五
（
大
正
四

）
年

に

は
電
気
科
が
新
設
さ
れ
て
い

る
。
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実
業
補
習
学
校

広
範
囲
の

県
民
を
対
象
に

し
て

実
業
教
育
を
施
し
た
も
の
に

実
業
補
習
学
校
が

あ
る
。

こ

れ
が
誕
生
し
た
の

は
、

一

八
九
三
（
明
治
二

十
六

）
年
で
、

小
学
校
卒

業
の

勤
労
青
少
年
に

簡
易
な
実
学
を
与
え
よ
う
と
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

ま
た
、

政
府
は
国
庫
で

補

助
金
を
出
し
て

振
興
し
よ
う
と
し
た
。

一

九
〇
二
（
明
治
三
十
五

）
年
に

は
実
業
学
校
に

近
い

性
格
に

昇
格
さ
せ
、

時
勢
の

進
展
や
土
地
の

事
情
に

応
じ
ら
れ
る
よ
う
弾
力
性
を
付
し
た
。

同
時
に
、

信
用
・

公
益
の

尊
重
、

私
利
私
欲
の

戒
め
を
内
容
と
し
た
徳
育
を
必
ず
施
す
こ

と
と
い

う
文
部
省
訓
令
も
発

せ
ら
れ
て
い

る
。

県
も
、

政
府
の

実
業
教
育
振
興
計
画
を
う
け
て
、

郡
長
会
・

教
育
会
等
で

実
業
補

習
学
校
の

設
置
推
進
に

乗
り
出
し
た
。

一

九
〇
五
年
の

郡
市
長
会
に
お
け
る
知
事
の

訓
示
に

は
、

教

育
に

よ
り
実
業
の

発
達
を
期
し
富
力
の

増
進
を
図
る
の

は
目
下
の

急
務
で

あ
る
が
故
に
、

県
内
の

小

学
卒
業
の

児
童
に

普
く
農
工
商
等
の

知
識
・

技
能
を
与
え
た
い
、

こ

の

た
め
に

は
簡
便
な
経
営
・

僅
少
な
費
用
で

足
り
る
実
業
補
習
学
校
を
設
置
す

る
の

が
よ
い

の

で
、

各
郡
長
は
普
及
に

努
力
せ
よ
、

と
述
べ

ら
れ
て
い

る
。

知
事
訓
令
を
教
育
会
で

浸
透
さ
せ
る
た
め
、

同
年
の

愛
甲
郡
や
鎌
倉
郡
な
ど
の

郡
教
育
会
で

は
、

補
習
学
校
を
各
小
学
校
に

付
設
す
る
こ

と
が
強

調
さ
れ
た
。

郡
長
か
ら
は
町
村
や
小
学
校
に

伝
達
さ
れ
た
が
、

な
か
で

も
愛
甲
郡
長
は
、

町
村
に

青
年
夜
学
会
を
ま
ず
開
催
さ
せ
、

つ

い

で

郡
立
の

農
業
補
習
学
校
を
四
校
も
設
置
す
る
な
ど
、

自
ら
が
熱
意
を
も
っ

て

推
進
し
た
。

こ

の

よ
う
に

し
て
、

県
下
の

実
業
補
習
学
校
は
増
加
傾
向
を
つ

づ
け
、

全
国
で

も
普
及
度
の

高
い

地
位
に

あ
が
っ

た
の

で

あ
る
。

一

九
一

〇
年
度

に

は
実
習
補
習
学
校
の

総
数
が
県
下
で
百
九
十
六
校
に

達
し
た
。

実
業
補
習
学
校
規
程
を
県
下
で

初
め
て

適
用
さ
れ
た
の

は
、

横
浜
商
業
補
習
学
校
で

あ
る
。

同
校
は
、

商
法
学
校
の

夜
学
科
か
ら
発
足
し
、

昼
間

第23表　学校種別設置者数

『神奈川県統計書』から作成
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勉
学
が
で

き
な
い

市
民
の

子
弟
や
店
員
等
の

教
育
を
担
当
し
て
い

た
が
、

一

八
九
五
年Y

校
か
ら
独
立
し
た
学
校
と
な
っ

た
。

校
長
舎
の

位
置
（
北

仲
通
り
、

後
、

南
太
田
町
へ

移
転
）
も
従
前
と
同
じ
で

あ
っ

た
が
、

も
と
の

本
校
で

あ
るY

校
と
く
ら
べ

て
、

生
徒
数
は
き
わ
め
て

多
か
っ

た
。

た
と

え
ば
一

九
〇
一

年
、

Y

校
は
四
十
二
名
、

補
習
学
校
は
三
百
十
名
で

あ
る
。

こ

の

ほ
か
、

横
浜
市
に

は
、

一

九
〇
三
年
に

開
校
し
た
工
業
補
習
学
校
が
あ
っ

た
。

同
校
は
横
浜
市
教
育
会
の

経
営
で

あ
り
、

金
工
・

木
工
・

陶

画
の

三
科
を
お
き
、

後
に

は
県
・

市
か
ら
補
助
金
も
受
け
た
。

そ
の

後
、

横
浜
市
で

は
、

町
村
に

く
ら
べ

て
、

商
工
業
系
の

補
習
学
校
・

実
業
学
校

が
多
く
な
っ

て
い

く
が
、

こ

れ
が
同
市
の

産
業
発
展
と
関
連
が
あ
っ

た
こ

と
は
、

い

う
ま
で

も
な
い
。

こ

れ
に

対
し
町
村
側
で

は
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
農
業
補
習
学
校
が
急
増
し
て
い

く
。

こ

れ
は
当
時
が
農
業
の

全
盛
期
に

あ
た
っ

た
か
ら
で

あ

ろ
う
。

町
村
の

う
ち
、

津
久
井
郡
内
郷
村
、

造
船
所
を
も
つ

横
須
賀
町
（
船
越
・

豊
島
）
は
地
元
産
業
に

即
し
た
内
容
の

実
業
補
習
学
校
を
設
立
し
教

育
効
果
を
挙
げ
て
い

た
。

第
三
節
　
社
会
生
活
と
女
性

一

　
文
明
開
化
と
女
権
へ

の

め

ざ
め

女
子
教
育
・

教
化

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
ご
ろ
の

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
、

開
港
場
と
い

う
西
欧
文
明
と
接
し
た
土
地
柄
を
反
映
し
て
、

い

ち
は
や
く
女
性
の

そ
れ
ま
で
の

生
活
を
旧
弊
と
し
て

批
判
し
、

そ
れ
を
西
欧
文
明
の

域
に

進
ま
せ
よ
う
と
す
る
意
見
に

満
ち

て
い

る
。

そ
の

代
表
的
な
も
の

は
女
子
の

教
育
・

教
化
で

あ
っ

た
。

た
と
え
ば
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
六
月
九
日
付
の

同
紙
に

は
、

久
良
岐
郡
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吉
田
新
田
村
の

山
村
と
い

う
人
の
、

新
聞
記
事
の

な
か
に

は
「
婦
人
子
供
に

も
会
得
」
さ
せ
た
い

事
柄
が
多
い

の

で
、

「
君
子
大
人
」
の

難
し
い

議

論
の

場
合
は
と
も
か
く
、

一

般
の

記
事
は
で

き
る
だ
け
仮
名
文
字
で

活
字
も
大
き
く
見
や
す
い

よ
う
に

し
て
い

た
だ
き
た
い
、

と
い

う
投
書
が
載
せ

ら
れ
て
い

る
。

ま
た
横
浜
相
生
町
に

住
む
一

商
人
の

寄
書
は
、

「
今
や
開
化
の

世
に

際
し
婦
女
子
の

行
状
も
面
目
一

新
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
、

九
歳

に

な
る
自
分
の

娘
に

「
絃
歌
」
の

習
い

を
や
め
さ
せ
て

小
学
校
に

通
わ
せ
た
と
こ

ろ
、

多
く
の

言
葉
を
覚
え
計
算
が
よ
く
で

き
る
よ
う
に

な
っ

た
。

「
雑
芸
」
を
禁
止
し
た
ら
「
正
学
」
が
女
子
で

も
伸
び
る
こ

と
か
く
の
ご
と
し
で

あ
る
か
ら
諸
人
も
み
な
ら
っ

て
は
ど

う
か
、

と
述
べ

て
い

る
（『
横

浜
毎
日
新
聞
』
明
治
六
年
七
月
十
八
日
付
）。

女
子
に

学
問
は
不
要
と
い

う
考
え
が
強
く
人
心
を
支
配
し
て
い

た
な
か
で
、

こ

の

よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て

く
る
の

は
、

女
性
観
の

大
き
な
変
わ

り
様
で

あ
っ

た
。

も
と
よ
り
こ

の

よ
う
な
変
化
は
、

明
治
五
年（
一

八
七
二

）八
月
、

政
府
が
「
村
に

不
学
の

戸
な
く
家
に
不
学
の

人
な
か

ら
し
め
ん

事
を
期
す
」（「
学
事
奨
励
に

関
す
る
被
仰
出
書
」
太
政
官
布
告
第
二
一

四
号
）
と
う
た
っ

て

「
学
制
」
を
頒
布
し
、

女
子
に

就
学
の

道
を
開
い

た
こ

と
が
大

き
な
背
景
を
な
し
て
い

る
。

神
奈
川
県
は
こ

れ
を
う
け
て
、

翌
年
二
月
、

「
神
奈
川
県
学
則
」
を
定
め
た
が
、

そ
の

第
七
則
で
、

「
女
子
の

儀
も
当
今
の

時
勢
に

対
し
無
学
に

生
育
い

た
し
候
は
恥
べ

き
儀
に

付
男
児
同
様
小
学
所
へ

差
出
べ

き
事
」
と
、

と
く
に

女
子
の

就
学
を
強
調
し
て
い

る
（
資
料
編
14

近
代
・

現
代
⑷
二
九
五
ペ

ー
ジ

）。

政
府
が
女
子
の

教
育
を
重
視
し
だ
し
た
の

は
、

子
供
の

教
育
は
そ
の

母
親
の

力
に

よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、

賢
母
を
つ

く
る
に

は
幼
年
の

時
代
か

ら
教
育
し
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
い

う
考
え
か
ら
で

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

「
学
制
」
は
「
学
問
は
身
を
立
る
の

財
本
」
と
い

う
立
身
出
世
主
義
を

基
調
と
し
て
お

り
、

そ
れ
が
直
接
に

は
男
子
に

期
待
さ
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
た
め
、

女
子
教
育
の

目
的
は
、

い

わ
ば
男
子
の

立
身
出
世
を
助
け
る
賢

母
の

創
出
に

あ
っ

た
と
い

え
る
。

こ

の

よ
う
な
女
子
教
育
の

目
的
は
や
が
て

良
妻
賢
母
主
義
教
育
と
し
て

確
立
す
る
が
、

明
治
前
期
に

あ
っ

て

は
ま
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だ
明
確
で

な
く
、

む
し
ろ
女
性
の

人
間
的
開
化
を
お
し
す
す
め
る
積
極
的
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
た
面
が
強
か
っ

た
。

そ
し
て
、

開
港
地
横
浜
で

は

キ
リ
ス

ト
教
系
の

私
立
学
校
が
設
立
さ
れ
て
、

若
松
賤
子
ら
の

よ
う
な
早
く
目
覚
め
た
女
性
を
生
み
出
し
て
い

く
の

で

あ
っ

た
。

男
女
同
権
の
主
張

女
性
に
と
っ

て
の

文
明
開
化
を
象
徴
す
る
も
う
ひ
と
つ

は
、

男
女
同
権
の

主
張
で

あ
っ

た
。

横
浜
・

本
牧
村
の

あ
る
漁
婦

の
、

夫
を
助
け
て

舟
を
漕
ぎ
、

魚
を
売
り
歩
き
、

夫
の

稼
ぎ
だ
け
に

頼
ら

な
い

姿
が
、

「
男
女
同
権
を
維
持
せ
し
は
天
晴
女

の

鏡
」（『
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
八
年
七
月
三
日
付
）
と
評
さ
れ
た
。

一

般
の

家
庭
に

あ
っ

て

は
家
父
長
制
的
な
家
族
制
度
が
支
配
し
、

三
従
の

教
え
が
女
性
を
お
お
い
、

家
の

血
統
を
守
る
た
め
と
て

蓄
妾
の

風
す
ら

公
認
さ
れ
て
い

た
時
代
で

あ
る
。

も
と
よ
り
漁
民
の

間
で

は
、

こ

の

よ
う
な
夫
婦
の

協
力
は
す
で
に

以
前
か
ら
あ
っ

た
の

で

あ
る
が
、

そ
れ
が
改
め

て

称
揚
さ
れ
る
と
こ

ろ
に
、

男
女
同
権
の

語
の

も
つ

新
時
代
的
な
響
き
が
示
さ
れ
て
い

る
。

こ

の

主
張
は
ま
た
婚
姻
の

あ
り
か
た
な
ど
に

も
向
け
ら
れ
た
。

『
横
浜
毎
日
新
聞
』（
明
治
八
年
十
一

月
十
三
日
付
）
は
論
説
「
婚
姻
ハ

子
女
ノ

意
ニ

一

任
ス

ル

ノ

利
害
」
で
、

子
女
の

気
持
ち
を
問
う
こ

と
な
く
親
の
一

存
で

結
婚
さ
せ
る
習
慣
を
や
め
る
こ

と
、

子
女
の

知
識
が
教
育
の

発
達
に

よ
っ

て

高
く
な
っ

た
ら
男
女
相
愛
の

意
志
に

任
す
こ

と
、

直
ち
に
一

夫
一

婦
制
を
し
き
、

「
妻
妾
双
聘
」
を
禁
止
す
る
こ

と
、

な
ど
を
説
い

て
い

る
。

こ

こ

に

は
家
族
制
度
の

も
と
に

虐
げ
ら
れ
て

き
た
女
性
の

人
間
的
解
放
の

主
張
が
あ
る
。

一

八
七
二
年
七
月
、

横
浜
港
で

起
こ

っ

た
マ

リ
ア
・

ル

ス

号
事
件
に

端
を
発
し
て
、

同
年
十
月
、

「
僕
婢
娼
妓
」
の

解
放
令
が
出
さ
れ
た
こ

と
は
、

こ

の

主
張
が
け
っ

し
て

呼
び
か
け
だ
け
で

な
か
っ

た
こ

と
を
示
し
て
い

る
。

解
放
令
は
、

人
権
擁
護
の

立
場
か
ら
、

人
身
売
買
的
な
娼
妓
制
度
を
廃

止
し
よ
う
と
し
た
も
の

で

あ
る
。

こ

れ
に

は
時
の

神
奈
川
県
権
令
大
江
卓
の

並
み
並
み
な
ら
ぬ
尽
力
が
あ
っ

た
。

し
か
し
解
放
令
は
、

遊
郭
関
係
者

の

激
し
い

抵
抗
に

よ
っ

て

骨
抜
き
に

さ
れ
、

解
放
令
の

出
さ
れ
た
後
も
、

横
浜
の

高
島
町
で

は
新
た
に

遊
郭
が
設
置
さ
れ
る
有
様
で
、

『
横
浜
毎
日

新
聞
』（
明
治
六
年
七
月
三
日
付
）
に

は
、

「
妓
に

解
放
の

許
可
あ
れ
と
も
妓
院
に

束
縛
あ
れ
ハ

寧
ろ
自
由
の

許
可
な
き
に

如
か
す
」
と
骨
抜
き
に

対
す
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る
憤
り
の

投
書
が
寄
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で

あ
っ

た
。

政
府
は
つ

い

に

折
れ
て
、

人
身
売
買
的
方
法
は
否

定
す
る
が
、

女
性
が
生
活
の

た
め
に

自
分
の

意
志
で

娼
妓
と
な
る
こ

と
は
認
め
る
こ

と
に

し
た
。

そ

し
て

娼
妓
に

は
府
県
の

鑑
札
を
与
え
、

「
貸
座
敷
」
と
い

う
特
別
な
場
所
で

「
営
業
」
さ
せ
、

花
柳

病
の

蔓
延
を
防
ぐ
た
め
と
称
す
る
検
黴
制
度
を
設
け
た
の

で

あ
る
。

こ

の

新
た
な
公
娼
制
度
を
象
徴
す
る
検
黴
制
度
は
、

高
島
町
や
神
奈
川
宿
で

は
一

八
七
三
（
明
治

六

）
年
か
ら
、

小
田
原
町
で

も
翌
年
か
ら
実
施
さ
れ
て

い

る
。

こ

の

た
め
の

専
門
的
な
病
院
は
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
の

『
神
奈
川
県
統
計
表
』
に

よ
る

と
、

横
浜
に

黴
毒
本
病
院
が
あ
り
、

八

王
子
・

横
須
賀
・

三
崎
・

藤
沢
・

小
田
原
に

そ
の

分
院
が
あ
っ

た
。

伝
習
工
女
の

派
遣

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
八
月
、

足
柄
県
権
令
柏
木
忠
俊
の

勧
奨
に

よ

り
、

小
田
原
町
か
ら
十
一

名
の

若
き
女
性
が
上
州
の

富
岡
製
糸
場
に
、

伝
習
工
女

と
し
て

派
遣
さ
れ
た
（『
明
治
小
田
原
町
誌
』）。

こ

の

い

わ
ゆ
る
富
岡
工
女
は
、

フ

ラ
ン

ス

式
の

器
械
製
糸
技
術
を
修
得
し
、

国
内
各
地
に

伝
播
・

普
及
し
て

近
代
産
業
を
育
成
す
る
と
い

う
重
大

な
使
命
を
負
う
も
の

で

あ
っ

た
。

官
営
模
範
工
場
と
し
て

富
岡
製
糸
場
が
開
業
し

た
の

は
一

八
七
二
（
明
治
五

）
年
十
月
で

あ
る
。

当
初
は
群
馬
県

・

入
間
県
（
現
在

埼
玉
県
）・
長
野
県
な
ど
県
内
あ
る
い

は
近
県
か
ら
工
女
を
募
集
し
た
が
、

や
が
て

全
国
に

広
げ
ら
れ
、

足
柄
県
に

も
及
ん
だ
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

方
法
は
と
い

う
と
、

「
募
集
は
官
よ
り
県
へ

県
か
ら
更
に

村
々

戸
長
へ

伝
へ

ら
れ
、

し
か
も
一

ケ
村
に
て

十
人
か
ら
十
五
人
と
い

う

風
に

半
ば
命
令
的
で

あ
っ

た
た
め
、

期
限
切
迫
の

頃
に

は
致
し
方
な
く
戸
長
等
、

当
時
の

村
幹
部
の

子
女
及
廃
藩
に

よ
る
旧
藩
士
族
の

子
女
が
殆
ん

ど
全
部
を
占
め
」
た
と
い

わ
れ
る
（
富
岡
史
編
纂
委
員
会
編
『
富
岡
史
』
昭
和
三
十
年
十
二
月
、

富
岡
市
役
所
刊
）。

こ

れ
は
熊
谷
県
入
間
郡
・

埼
玉
県
・

権令大江卓の遊女解放令　 県史編集室蔵

©神奈川県立公文書館



長
野
県
関
係
の

事
例
だ
が
、

足
柄
県
の

場
合
も
同
様
で

あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

こ

う
し
て

本
県
か
ら
募
集
さ
れ
て
い

っ

た
工

女
数
は
ど
れ
ほ
ど
で

あ

っ

た
ろ
う
か
。

全
部
の

数
は
わ
か
ら
な
い

が
、

一

八
八
六
年
一

月
に

は
百
三
名
が
入
場
し
て
い

る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、

こ

の

時
点
で

は
百
五

十
三
名
の

滋
賀
県
に

次
い

で

多
い

人
数
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

そ
れ
か
ら
二
年
後
に

は
十
七
人
、

三
年
後
に

は
九
人
、

と
本
県
か
ら
赴
い

た
工
女
は

き
わ
め
て

少
な
い

（
前
掲
書
）。

技
術
を
修
得
し
た
彼
女
た
ち
が
、

県
下
の

製
糸
業
育
成
に

ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
は
、

い

ま
の

と
こ

ろ
不
明
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

富
国
の

担
い

手
と
し
て
器
械
文
明
に

携
わ
る
女
性
の

姿
は
、

新
時
代
に

お
け
る
女
子
労
働
の

象
徴
で

あ
っ

た
。

愛
甲
婦
女
協

会
の

叫
び

世
の

風
潮
が
文
明
開
化
か
ら
自
由
民
権
へ

と
展
開
す
る
な
か
で
、

府
県
会
や
町
村
会
が
開
設
さ
れ
、

制
限
付
き
に
せ
よ
人
民
に

参

政
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
が
、

そ
れ
は
男
子
に

限
ら
れ
た
こ

と
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

民
権
運
動
が

展
開
す
る
な
か

で
、

女
権
に

め
ざ
め
、

そ
れ
を
主
張
す
る
人
び
と
も
現
れ
て

き
た
。

愛
甲
郡
の

女
性
に

よ
っ

て

設
立
さ
れ
た
「
愛
甲
婦
女
協
会
」
は
、

そ
の

動
き
の
一

つ

で

あ
っ

た
。

同
会
は
、

愛
甲
郡
荻
野
村
の

民
権
家
難
波
惣
平

の

文
書
の

な
か
に

あ
る
「
愛
甲
婦
女
協
会
設
立
趣
意
書
」
・

「
愛
甲
婦
女
協
会
申
合
規
則
」
に

よ
っ

て
、

か
ろ
う
じ
て

そ
の

存
在
を
知
る
こ

と
が
で

き

る
も
の

で

あ
る
。

「
趣
意
書
」
は
つ

ぎ
の

よ
う
に

述
べ

て
い

る
。

「
西
洋
諸
国
の

婦
女
が
よ
く
男
子
と
交
わ
り
、

そ
の

朋
友
と
な
り
相
談
相
手
と
な
っ

て

世
の

人
の

福

祉
を
進
め
、

国
家
の

進
歩
を
助
け
て
い

る
が
、

日
本
の

婦
女
は
男
子
の

玩
弄
物
か
奴
隷
の

よ
う
に

み
な
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
人
間
の

数
に

さ
え
入
れ
ら

れ
な
い

有
様
で

あ
る
。

そ
の

原
因
の
一

つ

は
、

男
子
の

こ

の

よ
う
な
態
度
や
処
遇
を
道
理
に

か
な
っ

た
も
の

と
思
い

定
め
て
い

る
婦
女
の

遺
習
に

あ

る
。

だ
か
ら
学
問
に

よ
っ

て

ひ
た
す
ら
智
徳
を
養
う
こ

と
が
必
要
で

あ
る
。

私
た
ち
は
最
近
男
子
の

演
説
会
に

参
加
し
た
が
、

そ
の

人
た
ち
の

話
を

聴
く
に
つ

け
て
か
く
思
う
こ

と
が
多
く
、

つ

い

に

同
志
と
は
か
っ

て
こ

の

会
を
設
立
す
る
こ

と
に

し
た
」
と
。

一

方
、

「
申
合
規
則
」
は

会
員
の

行
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